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県交渉や全県規模の
学習会の開催を
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心
を
動
か
さ
れ
る
。
創
立
後

も
内
部
的
に
は
融
和
的
思
想

と
た
た
か
い
、
階
級
的
観
点

の
闘
い
を
組
み
立
て
人
民
的

融
和
論
の
提
唱
ま
で
発
展
さ

せ
た
当
時
の
先
駆
者
・
先
輩

た
ち
に
は
感
謝
と
敬
意
し
か

な
い
。

　

水
平
社
宣
言
に
あ
る
「
人

間
を
勦
い
た
わ
る
か
の
如
き
運
動

は
、
か
へ
つ
て
多
く
の
兄
弟

を
堕
落
さ
せ
た
事
を
想
へ

ば
」
と
い
う
一
文
、「
官
憲
と

資
本
家
」
の
支
援
を
う
け
た

「
部
落
有
産
者
」主
導
の
改
善

運
動
で
は「
差
別
と
貧
困
」は

解
決
で
き
な
い
と
自
覚
し
た

表
現
と
受
け
と
め
る
。
そ
の

自
覚
は「
労
・
農
・
水
」の
三
者

共
同
闘
争
に
み
ら
れ
る
被
圧

迫
人
民
の
階
級
的
連
帯
に
よ

る
共
同
闘
争
な
ど
に
結
び
つ

い
た
の
だ
と
思
う
が
、
当
時

の
専
制
支
配
と
軍
国
主
義
の

コロナ禍のり越え役員会

の
植
山
光
朗
事
務
局
長
が
法

務
省
人
権
擁
護
局
の
「
令
和

２
年
６
月　

部
落
差
別
の
実

態
に
係
る
調
査
報
告
書
」
の

結
果
に
つ
い
て
批
判
的
に
報

告
し
ま
し
た
（
内
容
は
１
面

と
３
面
に
掲
載
）。

　

役
員
会
で
は
、
各
地
で
の

同
和
行
政
の
終
結
を
め
ざ
す

闘
い
で
の
報
告
で
、
中
津
市

か
ら
「
市
内
の
県
立
高
校
で

川
口
泰
司
・
山
口
人
権
啓
発

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
（
部
落

解
放
同
盟
山
口
県
連
合
会
書

記
長
）
の
講
演
会
の
直
後
、

校
内
の
『
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー

ト
』
の
中
に
、
１
年
生
が
賤

称
語
を
つ
か
っ
た
と
記
載
が

あ
っ
た
。
県
に
報
告
し
た
ら

差
別
事
象
と
な
り
、
小
・
中

学
校
で
の
同
和
教
育
が
不
十

分
と
指
導
さ
れ
た
」。

　

臼
杵
市
か
ら
は
「
課
名
を

部
落
差
別
解
消
推
進
課
と
変

更
し
た
の
で
、

議
会
で
結

婚
、
雇
用
で
の
差
別
件
数
は

と
質
問
し
た
ら
ゼ
ロ
と
の
答

弁
。
解
同
へ
の
団
体
補
助
金

の
使
途
を
た
だ
す
と
領
収
書

が
な
い
な
ど
、
解
同
言
い
な

り
の
同
和
行
政
だ
」
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
国
東
市
か

ら
も
「
新
採
教
員
の
同
和
地

区
へ
の
フ
ィ
ル
ド
ワ
ー
ク
研

修
が
実
施
さ
れ
て
い
る
」
な

ど
、
旧
態
依
然
と
し
た
実
態

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
役
員
会
で
、

県
下
の
実
態
を
集
約
し
て
県

へ
の
申
し
入
れ
を
行
う
。
差

別
解
消
推
進
法
の
口
実
に
な

っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
差
別
語
な
ど
に
つ
い
て
今

秋
、

全
県
規
模
の
学
習
会

（
10
月
18
日
（
日
）
、
関
西

合
同
法
律
事
務
所
の
杉
島
幸

生
弁
護
士
「『
イ
ン
タ
ー
ネ

ト
上
の
差
別
』
批
判
と
推
進

法
の
害
悪
」）
を
開
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
九
州
豪
雨
災
害

へ
の
人
権
連
の
救
援
募
金
が

訴
え
ら
れ
１
万
数
千
円
が
集

り
ま
し
た
。

　

人
権
連
大
分
県
連
（
荒
木

ひ
ろ
子
会
長
）
は
コ
ロ
ナ
禍

で
延
期
し
て
い
た
役
員
会
を

７
月
13
日
、
宇
佐
市
内
で
開

き
、
ま
し
た
。
会
議
の
冒

頭
、
人
権
連
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

国
家
権
力
を
考
慮
す
れ
ば
、

本
当
に
貴
重
な「
差
別
を
な

く
し
生
命
と
暮
ら
し
守
る
」

運
動
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

戦
後
の
部
落
解
放
運
動
も

科
学
的
認
識
論
と
非
科
学
的

観
念
論
の
対
立
の
歴
史
で
も

あ
っ
た
。
そ
れ
は
組
織
的
課

題
の
み
な
ら
ず
、
一
人
ひ
と

り
に
内
在
す
る
闘
い
と
も
い

え
る
。
差
別
に
対
す
る
憤
り

を
根
本
に
据
え
て
、
観
念
的

な
差
別
反
対
の
感
情
か
ら
、

理
性
的
前
進
を
遂
げ
る
。
そ

の
時
点
時
点
で
先
進
的
思
想

と
理
論
を
積
極
的
に
体
得

し
、
社
会
進
歩
に
向
け
て
運

動
を
実
践
し
ま
た
理
論
を
発

展
さ
せ
て
き
た
。

　

私
の
体
験
か
ら
言
え
ば
、

１
９
７
６
年
全
解
連
創
立
大

会
宣
言
、
１
９
８
７
年
「
二

十
一
世
紀
を
め
ざ
す
部
落
解

放
の
基
本
方
向
」
、
２
０
０

０
年
「
部
落
解
放
運
動
の
発

展
的
転
換
を
は
か
る
基
本
方

針
」
が
深
く
記
憶
に
残
る
。

全
解
連
創
立
大
会
宣
言
は

「
部
落
解
放
運
動
は
…
…
人

間
的
尊
厳
を
侵
す
も
の
と
の

道
理
あ
る
た
た
か
い
、
あ
ら

ゆ
る
暴
力
は
も
ち
ろ
ん
、
い

っ
さ
い
の
差
別
主
義
、
不
公

正
と
の
た
た
か
い
に
つ
ら
ぬ

か
れ
て
い
る
」
と
の
べ
、
二

十
一
世
紀
基
本
方
向
は
「
部

落
解
放
運
動
は
、
封
建
的
身

分
差
別
の
残
り
も
の
を
一
掃

し
、
民
主
主
義
を
確
立
す
る

た
た
か
い
で
あ
る
」
と
し
部

落
問
題
解
決
の
状
態
を
４
つ

の
指
標
で
明
ら
か
に
し
た
。

発
展
的
転
換
を
は
か
る
基
本

方
針
の
提
案
時
に
は
練
り
上

げ
て
い
く
集
団
の
一
人
と
し

て
「
社
会
問
題
と
は
」
を
真

田
是
先
生
の
著
作
な
ど
で
よ

く
学
習
を
し
た
も
の
だ
。「
部

１
０
０
周
年
を
新
た
な
節
目
と
し
て

全
水
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
考
え
る
こ
と
④

全
国
地
域
人
権
運
動
総
連
合
代
表
委
員　

中
島
　
純
男

落
問
題
は
社
会
問
題
と
し
て

は
基
本
的
に
解
決
し
た
」

と
組
織
内
外
に
宣
言
し
た
内

容
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
２
０
０
４
年
の
全

国
人
権
連
へ
の
発
展
的
転
換

で
あ
る
。
こ
こ
に
到
達
す
る

ま
で
に
、
大
勢
の
仲
間
と
と

も
に
不
公
正
行
政
の
是
正
、

同
和
行
政
の
廃
止
だ
け
で
な

く
自
ら
に
も
運
動
の
既
得
権

見
直
し
を
課
し
乗
り
越
え
て

き
た
。
自
立
・
自
律
・
連
帯

・
融
合
、
ど
れ
も
大
切
な
キ

ー
ワ
ー
ド
で
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
。

　

「
部
落
差
別
解
消
推
進

法
」

の
制
定
と
「
６
条
調

査
」
な
ど
を
見
る
に
つ
け
、

先
行
き
が
見
え
な
く
な
っ
た

解
同
幹
部
が
自
民
党
政
権
の

一
部
幹
部
に
す
り
寄
り
、
政

権
に
利
用
さ
れ
る
が
ま
ま
で

あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で

の
新
た
な
人
権
課
題
も
惹
起

し
て
い
る
。

　

全
水
１
０
０
年
の
新
た
な

時
代
は
、

教
訓
を
発
展
さ

せ
、
日
本
国
憲
法
を
政
治
に

活
か
し
住
民
に
よ
る
「
地
域

人
権
」
を
全
国
各
地
で
確
立

さ
せ
て
い
く
新
た
な
節
目
と

し
て
迎
え
た
い
。
多
く
の
若

者
が
参
画
し
た
活
力
あ
る
組

織
と
運
動
に
つ
な
が
る
こ
と

も
視
野
に
入
れ
て
。

県交渉や全県規模の
学習会の開催を

　

一
九
二
二
年
に
創
立
さ
れ

た
全
国
水
平
社
。
１
０
０
周

年
が
目
前
だ
が
改
め
て
そ
の

歴
史
的
教
訓
を
集
団
的
に
学

ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

戦
前
の
絶
対
的
天
皇
制
の
時

代
に
、
国
家
権
力
の
直
接
的

弾
圧
、
融
和
団
体
を
利
用
し

た
融
和
分
裂
政
策
と
き
び
し

く
対
決
し
て
全
国
水
平
社
を

創
立
さ
せ
た
こ
と
自
体
に
、

大
変
な
困
難
だ
っ
た
ろ
う
と

報告　植山　光朗（全国人権連本部事務局次長）
　

法
務
省
は
６
月
、「
部
落

差
別
解
消
推
進
法
」
の
６
条

に
基
づ
く
「
部
落
差
別
の
実

態
に
係
る
調
査
」
結
果
報
告

書
を
ま
と
め
た
。

　

同
調
査
は
２
０
１
７
年
度

に
公
益
財
団
法
人
・
人
権
教

育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
に
調

査
内
容
、
手
法
な
ど
の
調
査

研
究
事
業
を
委
託
、
18
年
３

月
に
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
報

告
を
受
け
同
年
６
月
か
ら
昨

19
年
５
月
ま
で
の
１
年
間
調

査
し
た
も
の
。

　

「
解
同
」
に
忖
度
し
て
、

糾
弾
行
為
や
同
和
利
権
が
生

ん
だ
新
し
い
差
別
意
識
が
解

決
の
支
障
に
な
っ
て
い
る
選

択
肢
を
設
問
か
ら
意
図
的
に

排
除
し
た
が
、
調
査
結
果
は

部
落
問
題
の
解
消
が
大
き
く

す
す
ん
で
い
る
実
態
を
皮
肉

に
も
証
明
す
る
結
果
に
な
っ

た
。�

（
３
面
に
続
く
）

「解同」に忖度の
「差別意識」実態調査
調査結果は部落問題の解消示す

法務省「推進法」６条調査結果について

大
分

ふるさとチョイス災害支援HPより
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